
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                1 月の感染症 
                            ・ウイルス性胃腸炎  ・溶連菌感染症 
                            ・インフルエンザ A 型  

ほけんだより ２月号 
 

子どもは風邪の子！寒さに負けずに外遊びを楽しむ子どもたちの姿がみらえます。子どもたちの元気

な笑顔はきちんとした体調管理ができてこそ生まれるものです。免疫力アップのためにも生活のリズムを

整えましょう。 

令和8年2月2日 

杉戸みちのこ保育園 

 

かぜと花粉症の違い 
症状 か ぜ 花粉症 

原因 ウイルス 花粉 

発熱 37℃以上の発熱あり。高熱になることも ほとんど出ない。あっても微熱 

くしゃみ それほど続けて出ない 何度も続けて出る 

咳 喉が痛み、咳が出る 咳が出ることもあるが、喉の痛みはない 

鼻水 始めはサラサラで、次第に粘り気が出て色も付く サラサラで透明 

目 ほとんど何の症状も出ない 涙が出る、かゆみ、充血 

期間 １週間程度 花粉が飛んでいる間中 

 

花粉症 
最近では、子どもの花粉症も増え、花粉症になると鼻や目の不快な症状の他に、憂うつ

になったり、イライラしたりします。ストレスで悪化することもあるので、できるだけ

花粉の少ない室内で過ごす時間を増やすなどして、生活環境を工夫しましょう。 

家に帰ってきてからすること 
玄関先で服や髪の毛に付
いた花粉を払い落とし、
家の中に入ってからは手
洗い・うがいの他、顔も
洗いましょう。 

外出時の服装 

メガネ 
帽子 

マスク ツルツルした素材の服 
（花粉が付きにくい） 

●咳エチケット 
咳やくしゃみをする時は、病気が広がらない
よう周囲への気配りが必要です。咳エチケット
を守り、感染を防ぎましょう。 

●咳、くしゃみをする時はティッシュペーパーで
鼻や口を押さえ（もしくは自分の腕で口を覆
い）、周りの人を避けて行いましょう。 

●マスクをして、他の人に
うつさないようにしま
しょう。 

●鼻をかんだ後のティッ
シュペーパーは、すぐ
にゴミ箱（できればふ
た付き）に捨てましょ
う。 

冬のあせも・とびひ 
あせもやとびひと言えば、夏場のイメージが強い

ですが、最近は暖房や厚着が原因で、冬場でもな

る子どもが多いようです。子どもは代謝が 

よく、たくさん汗をかくので、服装は大人より一枚

少なめが基本です。乳児は特におむつの中がむれ

やすくなるので、上下のつながったタイ 

プの肌着はなるべく避け、時々背中に触れて、汗

をかいていないかどうか確認をしましょう。 


